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学会報告
日仏教育学会の研究動向
宵脇陽
日仏教育学会の目的は， (1日仏会館ならびにフランスの教育研究機関・団体と連携しつつ，
日仏両国の教育諸科学および教育実践に閲する学術活動・交流の促進をはかることと， (2)日本
におけるフランスの教育の研究を促進し，あわせてフランスにおける日本の教育の研究の発展
をはかるということである。
この学会の設置目的にも示されているように，たんなるフランス教育諸科学の研究だけにと
どまらず， 日仏会館に来日するフランスの研究者との交流や， 日本倶IJの研究者の研究成果をフ
ランスの研究者に発信するという機能も遂行することが大きなねらいになっている。
本学会の設立は1958年にモーリス・ドベス教授が日仏会館の尽力で来日したことがきっかけ
となり，その後ジャック・アJι ドアノ教授やガストン・ミアラレ教授の来日もあって， 1982年
にお茶の水女子大学の波多野完治教授を初代会長として成立したのである。波多野完治会長は
4期8年間にわたって会長を担当され 2代目会長の中央大学の寺内礼治郎教J受を経て， 1992 
年10月から今日まで， 3代日会長の電気通信大学の滝沢武久教授と事務局長の早稲田大学の石
堂常世教授が学会の中板機能を精力的に担当されている。なおわたくしは1994年10月から本学
会理事に加えていただいている。日仏会館には1991年にアントワーヌ・プロスト教授(教育史
・パリ第一大学教授)の米日の世話をしていただいている。
学会の活動状況は， 1982年度から 1993年度までは年 2 回刊行の『日仏教育学会会報~ (第 1
号~第22号)に報告されている。 1994年度は「日仏教育学会年報第 1 号~， 1995年度は「日仏
教育学会年報第 2号』が刊行されている O
1994年度では本学会は日仏両国の研究者によって共同研究「日仏両国の公民教育の問題」が
行われた O
1995年度では日仏両国の研究者によって共同研究「地球時代の価値観と教育問題」が行われ
た。
そのほかに本学会は1994年~1995年度に日本側研究者18人，フランス側研究者18人の合計36
人による日仏共同研究「教育的価値の問題に関する今日的検討」にも取り組んだのである。
1996年度の研究大会のシンポジウムの主題は「日本とフランスの教科書」であり，日仏両国
における教科書の史的特徴，検定制，歴史認識の問題，両国の長点にある共通課題，国際的展
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望からの方向性を取りあげている O
なお1997年度の研究大会は，フランスからの研究者も招待して， 1~弗教大学の新図書館ホール
で平成9年9月21日(日)に行われる予定である。
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